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研
究
会
活
動
報
告

　
人
文
科
学
研
究
所
で
は
、
二
〇
〇
六
年
度
よ
り
学
内
の
様
々
な
分
野
の
教
員
の

専
門
的
知
識
を
活
用
し
、
ま
た
教
員
間
の
交
流
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

共
同
研
究
を
発
足
し
た
。
そ
の
最
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
明
治
の
精
神
研

究
会
と
題
さ
れ
た
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
明
治
の
精
神
研
究
会
は
、
人
文
科
学
に
関
係
す
る
様
々
な
分
野
か
ら
多
面
的
に

明
治
と
い
う
時
代
や
近
代
化
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
同
研
究
会

は
学
内
の
教
員
を
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
い
る
が
、
学
外
か
ら
も
講
師
を
招
聰

し
、
ま
た
学
内
外
を
問
わ
ず
参
加
者
を
募
り
、
開
か
れ
た
共
同
研
究
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
、
共
同
研
究
終
了
後
に
あ
ら
た
め
て
公
刊
す
る
予
定

で
あ
る
が
、
こ
こ
に
第
四
回
か
ら
第
七
回
ま
で
の
研
究
会
の
概
要
を
報
告
す
る
。

各
回
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
四
回

報
告
者
”
嘉
戸
一
将
（
相
愛
大
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
講
師
）

テ
ー
マ
”
「
忠
君
」
と
「
愛
国
」
1
明
治
憲
法
体
制
に
お
け
る
「
明
治
の
精
神
」

日
　
時
一
二
〇
〇
七
年
二
月
二
七
日
（
火
）
　
午
後
二
時
～
午
後
五
時

場
　
所
”
相
愛
大
学
三
号
館
U
二
四
〇

参
加
者
二
一
名

　
嘉
戸
一
将
に
よ
る
報
告
は
、
明
治
憲
法
制
定
期
以
来
流
布
し
た
「
忠
君
愛
国
」

と
い
う
言
葉
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
成
立
の
背
景
を
探
り
、
そ
こ
か
ら
こ
の
観
念
が

明
治
憲
法
解
釈
や
「
国
民
道
徳
」
論
に
及
ぼ
し
た
社
会
的
効
果
を
浮
き
彫
り
に
す

る
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
。
分
析
に
際
し
て
特
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
観
念

が
西
洋
に
由
来
す
る
愛
国
観
念
を
受
容
す
る
た
め
に
忠
君
観
念
と
接
合
さ
れ
、
封

建
的
・
私
的
な
忠
誠
心
と
し
て
の
「
忠
君
」
を
領
域
的
・
公
的
な
忠
誠
心
と
し
て

の
「
愛
国
」
に
転
換
し
た
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
転
換
は
、
天
皇
が

公
的
な
も
の
・
国
家
を
体
現
す
る
と
い
う
論
理
を
前
提
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

単
な
る
愛
国
観
念
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
に
は
尽
き
な
い
「
君
民
一
体
」
な
ど
と
い
う

表
現
に
見
ら
れ
る
全
体
主
義
的
な
統
合
機
能
を
も
た
ら
し
う
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

た
。
さ
ら
に
道
徳
的
紐
帯
を
強
調
す
る
「
忠
君
愛
国
」
論
が
無
政
治
的
個
人
主
義

を
絶
え
ず
争
点
化
し
た
こ
と
に
窺
え
る
よ
う
に
、
身
分
制
秩
序
の
解
体
や
西
洋
文

化
の
受
容
、
産
業
主
義
に
伴
う
都
市
化
に
よ
っ
て
現
れ
た
「
個
」
を
再
組
織
化

し
、
や
が
て
は
総
動
員
に
結
実
す
る
装
置
と
し
て
機
能
し
た
と
す
る
視
座
が
提
起

さ
れ
た
。

　
報
告
後
に
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
日
本
近
代
に
お
け
る
制
度
的
秩
序
と
精
神

的
秩
序
の
関
係
、
西
洋
に
お
け
る
国
家
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
、
日
本
お
い
て

宗
教
が
霊
的
な
信
仰
よ
り
も
組
織
化
論
へ
と
変
質
し
て
い
く
傾
向
が
あ
る
と
い
う

問
題
、
西
洋
的
制
度
の
受
容
と
天
皇
の
位
置
づ
け
と
い
う
問
題
、
日
本
近
代
の
特

殊
性
や
他
の
時
代
と
の
連
続
性
の
有
無
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
、
多
様
な
論
点
に
つ

き
討
議
さ
れ
、
近
代
化
と
し
て
の
明
治
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
の
方
法
の
深
化

が
図
ら
れ
た
。

第
五
回

報
告
者
”
長
谷
川
精
一
（
相
愛
大
学
人
間
発
達
学
部
子
ど
も
発
達
学
科
教
授
）

テ
ー
マ
”
森
有
礼
と
日
本
の
近
代
化
　
　
森
の
英
語
採
用
・
「
日
本
語
廃
止
」
論
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に
着
目
し
て
1

日
　
時
”
二
〇
〇
七
年
五
月
二
一
二
日
（
水
）
午
後
二
時
～
午
後
五
時

場
　
所
一
相
愛
大
学
三
号
館
U
二
四
〇

参
加
者
“
八
名

　
長
谷
川
精
一
氏
に
よ
る
報
告
は
、
森
有
礼
の
書
簡
（
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
宛
、
一
八

七
二
年
五
月
二
一
日
付
）
や
ミ
§
ミ
馬
§
思
量
§
（
一
八
七
三
年
）
に
お
け
る

い
わ
ゆ
る
「
英
語
採
用
・
日
本
語
廃
止
論
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
言
語
論
・
公
用

語
論
と
し
て
の
意
義
を
再
検
討
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
。
従
来
、
極
端
な
欧

化
主
義
な
ど
と
し
て
片
付
け
ら
れ
て
き
た
こ
の
問
題
を
再
検
討
す
る
に
あ
た
っ

て
、
ま
ず
森
の
意
図
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。
そ
こ
か
ら
、
森

の
主
張
は
あ
く
ま
で
も
英
語
そ
の
も
の
と
は
異
な
る
「
簡
略
化
さ
れ
た
英
語
」
の

導
入
と
、
当
時
の
日
本
の
諸
言
語
（
様
々
な
文
語
や
、
社
会
階
層
に
よ
っ
て
異
な

る
口
語
、
方
言
な
ど
）
が
「
淘
汰
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
見
解
で
あ
っ
た
点
が

強
調
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
森
の
主
張
を
再
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
当
時
の

日
本
の
一
種
の
多
言
語
的
な
社
会
編
成
を
維
持
し
つ
つ
、
西
洋
に
対
し
て
も
開
か

れ
う
る
よ
う
な
公
共
空
間
を
確
立
す
る
た
め
の
言
語
論
で
あ
り
、
後
の
「
国
語
」

の
制
度
化
の
よ
う
な
均
質
化
を
強
い
る
政
策
と
対
置
さ
れ
る
べ
き
積
極
的
な
意
義

を
も
つ
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
う
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
報
告
後
に
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
森
の
主
張
の
一
貫
性
や
国
際
関
係
に
関
す

る
認
識
の
問
題
、
言
語
と
い
う
文
化
的
領
域
を
分
析
す
る
際
に
政
治
的
な
概
念
・

枠
組
み
を
用
い
る
こ
と
の
妥
当
性
、
森
の
政
治
的
立
場
の
問
題
・
西
洋
で
の
経

験
、
あ
る
い
は
近
年
の
英
語
第
二
公
用
語
論
を
想
起
さ
せ
る
森
の
主
張
の
現
代
的

意
義
、
「
単
言
語
的
／
多
言
語
的
」
と
い
う
分
析
枠
組
み
の
意
味
と
射
程
な
ど
に

つ
い
て
討
議
さ
れ
、
明
治
期
に
お
け
る
近
代
化
の
多
様
性
を
把
握
す
る
必
要
性
が

確
認
さ
れ
た
。

臨場日テ報第
加　　1告六
者同時マ者回

　
劉
建
仁
氏
に
よ
る
報
告
は
、

役
割
を
再
評
価
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
。

世
紀
ま
で
の
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
層
に
共
通
の
教
養
だ
っ
た
の
だ
が
、

に
は
い
る
と
漢
文
に
よ
る
知
に
新
た
な
様
相
が
現
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ど
西
洋
人
に
よ
る
華
英
・
英
華
辞
書
や
漢
文
訳
聖
書
、

る
。
そ
れ
ら
は
教
養
と
し
て
の
漢
文
と
は
異
な
り
、

り
、
西
洋
の
諸
概
念
や
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
た
め
、

的
な
漢
文
と
し
て
区
別
さ
れ
う
る
。

つ
機
能
性
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
、

学
、
蘭
学
か
ら
英
学
へ
と
変
遷
し
た
と
す
る
従
来
の
図
式
へ
の
疑
義
が
呈
示
さ

れ
、
明
治
初
期
の
啓
蒙
思
想
家
た
ち
の
漢
文
論
か
ら
、
西
洋
近
代
の
知
を
受
容
す

る
受
け
皿
と
し
て
の
漢
文
の
存
在
の
重
要
性
が
導
き
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
「
叙

事
」
的
な
漢
文
の
簡
略
性
・
実
用
性
は
漢
文
の
大
衆
化
を
も
た
ら
し
、
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
の
成
立
に
少
な
か
ら
ず
寄
与
し
た
の
で
は

な
い
か
と
示
唆
さ
れ
た
。

　
報
告
後
に
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
社
会
構
造
な
ど
言
語
の
外
在
的
条
件
と
漢

劉
建
輝
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

漢
文
ル
ネ
サ
ン
ス
i
明
治
を
作
り
出
す
も
う
一
つ
の
水
脈

二
〇
〇
七
年
七
月
二
一
二
日
（
月
）
午
後
二
時
～
午
後
五
時

相
愛
大
学
六
号
館
C
二
三
四

七
名

　
　
　
　
　
　
　
漢
文
が
幕
末
・
明
治
初
期
の
近
代
化
に
果
た
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儒
学
・
漢
詩
な
ど
の
漢
文
は
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宣
教
師
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漢
文
訳
洋
書
の
出
版
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簡
略
化
さ
れ
た
形
式
を
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
叙
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
報
告
で
は
、
そ
の
「
叙
事
」
的
な
漢
文
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
に
お
け
る
近
代
化
の
知
が
儒
学
か
ら
蘭
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文
と
の
関
係
性
の
問
題
、
漢
文
と
和
文
・
方
言
な
ど
と
の
関
係
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
成
立
の
多
面
性
を
検
討
す
る
必
要
性
、
幕
末
に
幕
府
が
漢
文
訳
聖

書
・
漢
文
訳
洋
書
な
ど
を
出
版
し
た
事
情
、
そ
れ
ら
を
受
容
す
る
前
提
と
し
て
の

日
本
固
有
の
簡
略
化
さ
れ
た
漢
文
の
意
義
、
明
治
初
期
の
漢
文
調
文
体
の
隆
盛
と

明
治
中
期
の
和
文
調
文
体
の
興
隆
と
の
関
係
・
背
景
な
ど
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
、

言
語
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
近
代
化
の
重
層
性
を
再
考
す
る
必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
。

第
七
回

報
告
者
”
山
本
和
明
（
相
愛
大
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
教
授
）

テ
ー
マ
”
憧
憬
と
継
承
　
　
戯
作
の
近
代
一

日
　
時
”
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
七
日
（
水
）
午
後
二
時
～
午
後
五
時

場
所
”
相
愛
大
学
三
号
館
U
二
四
〇

参
加
者
”
四
名

　
山
本
和
明
氏
に
よ
る
報
告
は
、
明
治
初
期
に
お
け
る
戯
作
の
衰
退
と
明
治
一
〇

年
代
中
頃
の
江
戸
戯
作
の
復
権
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
従
来
の
文
学
史
に
お
い
て
空

白
と
な
っ
て
い
た
こ
の
時
期
を
連
続
性
と
断
絶
の
観
点
か
ら
把
握
す
る
と
い
う
趣

旨
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
固
有
の
社
会
秩
序
・
環
境
の
中
で
育
ま
れ
た
戯
作
と
い

う
形
式
の
文
学
は
「
虚
を
主
と
し
実
を
客
」
と
す
る
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、

明
治
初
期
の
近
代
化
・
啓
蒙
の
思
想
の
「
実
」
を
重
ん
じ
る
傾
向
の
隆
盛
に
よ

り
、
戯
作
は
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
し
か
し
、
明
治
一
五
年
頃
か
ら
江
戸
戯

作
の
復
刻
と
い
う
形
で
戯
作
は
復
権
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
来
、
こ
の
復
権
は
印

刷
技
術
の
発
展
な
ど
外
在
的
理
由
か
ら
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
報
告
で
は
仮
名
垣

魯
文
に
代
表
さ
れ
る
当
時
の
戯
作
者
た
ち
が
戯
作
の
文
学
と
し
て
の
定
式
化

（「

浮
�
蛯
ﾆ
し
実
を
客
」
と
す
る
）
を
図
り
、
戯
作
史
を
叙
述
す
る
こ
と
で
、
戯

作
と
い
う
形
式
を
継
承
す
る
意
義
を
主
張
し
た
内
在
的
次
元
に
注
目
し
、
通
説
的

理
解
の
短
絡
さ
が
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
復
権
は
単
純
な
復
権
で
は
な

く
、
読
皇
籍
や
新
聞
紙
条
例
な
ど
明
治
初
期
か
ら
中
期
特
有
の
言
論
統
制
の
網
を

潜
り
抜
け
る
創
意
を
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
継
承
へ
の
意
思
と
現
実
と
の
妥
協
と

い
う
戯
作
者
た
ち
の
置
か
れ
た
複
雑
な
状
況
を
認
識
す
る
必
要
性
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
。

　
報
告
後
に
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
仮
名
垣
魯
文
の
戯
作
継
承
の
狙
い
、
言
論

統
制
と
の
関
連
、
戯
作
固
有
の
「
虚
」
概
念
、
と
り
わ
け
近
代
小
説
に
お
け
る
虚

構
性
と
の
相
違
な
ど
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
、
近
代
文
学
史
を
多
面
的
に
把
握
し
直

す
必
要
性
の
み
な
ら
ず
、
近
代
史
に
お
け
る
明
治
初
期
か
ら
中
期
の
社
会
の
特
殊

性
・
複
雑
さ
を
再
検
討
す
る
必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
（
嘉
戸
一
台
目
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（
総
則
）

第
↓
条

相
愛
大
学
人
文
科
学
研
究
所
規
程

相
愛
大
学
学
則
第
五
二
条
に
基
づ
き
、
本
学
に
付
属
研
究
・
教
育

機
関
と
し
て
相
愛
大
学
人
文
科
学
研
究
所
（
以
下
、
「
研
究
所
」

と
い
う
）
を
置
く
。

（
目
的
）

第
二
条
研
究
所
は
人
文
科
学
及
び
そ
の
隣
接
領
域
の
研
究
並
び
に
普
及
を

　
　
　
　
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

簑事

柔9

　
　
一

　
　
二

　
　
三

　
　
四

　
　
五

　
　
六

（
部
門
）

第
四
条

研
究
所
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

・
つ
。

各
専
門
分
野
に
お
け
る
学
術
の
研
究

研
究
会
、
講
演
会
の
開
催

共
同
研
究
調
査

委
託
研
究
調
査

紀
要
、
そ
の
他
必
要
な
出
版
事
業

そ
の
他
、
研
究
所
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業

次
の
事
業
を
行

研
究
所
は
、
事
業
の
遂
行
に
必
要
が
あ
る
と
き
に
は
、

研
究
部
門
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

専
門
別
の

（
組
織
）

第
五
条
　
研
究
所
は
所
長
の
他
、
下
記
の
所
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
一
　
研
究
員
　
　
若
干
名

　
　
二
　
研
究
所
助
手
　
一
名

　
　
三
事
務
職
員
　

一
名

（
所
長
）

第
六
条
　
所
長
は
研
究
所
を
代
表
し
、
こ
れ
を
統
括
す
る
。

　
　
二
　
所
長
は
教
授
会
の
議
を
経
て
学
長
が
任
命
す
る
。

　
　
三
　
所
長
の
任
期
は
二
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

（
研
究
員
）

第
七
条
　
研
究
員
は
本
学
の
専
任
教
員
の
兼
担
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　
　
　
　
ま
た
必
要
に
応
じ
て
そ
の
他
の
研
究
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
運
営
委
員
会
）

第
八
条
　
研
究
所
に
運
営
委
員
会
を
置
く
。

　
　
二
　
運
営
委
員
会
は
、
所
長
、
研
究
員
及
び
人
文
学
部
主
任
会
構
成
員

　
　
　
　
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

　
　
三
　
運
営
委
員
会
は
、
研
究
所
の
運
営
維
持
等
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

（
改
廃
）

第
九
条
　
本
規
程
の
改
廃
は
運
営
委
員
会
の
発
議
に
基
づ
き
、
教
授
会
の
議

　
　
　
　
を
経
て
、
学
長
が
行
う
。

附　附　附
貝IJ　貝1」　貝ll

こ
の
規
程
は
平
成
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

本
改
正
規
程
は
平
成
一
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

本
改
正
規
程
は
平
成
一
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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〔
彙
　
　
報
〕

○
平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
度
公
開
講
座

　
　
　
　
い
ぶ
き

テ
ー
マ
「
息
吹
」

場
所
・
南
港
学
舎
R
四
〇
一
教
室

時
間
・
午
後
二
時
～
四
時

日
程
・
題
目
・
講
師

　
①
九
月
二
九
日
（
土
）

　
　
『
今
昔
物
語
集
』
の
「
本
朝
部
」
に
み
る
人
間
像

　
②
一
〇
月
六
日
（
土
）

　
　
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
が
描
い
た
生
の
か
た
ち

　
③
一
〇
月
＝
二
日
（
土
）

　
　
超
高
齢
社
会
の
息
吹
　
－
施
設
の
社
会
的
接
点
1

　
④
＝
月
一
〇
日
（
土
）

　
　
近
代
日
本
の
息
吹
と
し
て
の
明
治
憲
法

　
⑤
＝
月
一
七
日
（
土
）

　
　
最
近
の
社
会
情
勢
か
ら
考
え
る
子
ど
も
の
問
題

　
　
　
－
子
ど
も
を
ど
う
理
解
し
、
ど
う
関
わ
る
か
一

高
知
大
学
教
授
　
福
島
　
尚

　
本
学
准
教
授
　
石
川
玲
子

　
本
学
准
教
授
　
藤
谷
忠
昭

　
　
本
学
講
師
　
嘉
戸
一
将

本
学
教
授
　
桑
原
義
登

○
相
愛
学
園
創
立
＝
一
〇
周
年
記
念
公
開
講
座
　
一
歴
史
・
文
学
・
宗
教
－

場
所
・
本
願
寺
津
村
別
院
（
北
御
堂
）
津
村
ホ
ー
ル

時
間
・
午
前
一
〇
時
三
〇
分
～
一
二
時

日
程
・
題
目
・
講
師

　
・
五
月
一
二
日
（
土
）
・
一
九
日
（
土
）

　
　
　
正
倉
院
文
書
の
世
界
　
1
、
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
教
授

　
・
六
月
二
日
（
土
）
・
二
三
日
（
土
∀

　
　
　
古
代
恋
愛
文
化
の
比
較
論
　
－
日
本
と
中
国
一
1
、
H
　
　
本
学
教
授

　
・
七
月
七
日
（
土
）
二
四
日
（
土
）

　
　
　
藤
原
定
家
と
百
人
一
首
1
、
H
　
　
　
　
　
　
本
学
教
授

　
・
七
月
二
一
日
（
土
）
・
二
八
日
（
土
）

　
　
　
平
家
物
語
の
成
立

　
　
　
伴
大
納
言
絵
巻
を
読
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
教
授

　
・
九
月
八
日
（
土
）
・
一
五
日
（
土
）

　
　
　
日
本
仏
教
に
お
け
る
親
鶯
浄
土
教
の
特
色

　
　
　
　
一
現
代
を
救
う
親
鶯
聖
人
の
教
え
l
I
、
H
　
　
　
　
　
本
学
教
授

　
・
九
月
二
二
日
（
土
）
・
二
九
日
（
土
）

　
　
　
賀
茂
真
淵
と
本
居
宣
長
　
1
、
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
教
授

　
・
一
〇
月
六
日
（
土
）
・
＝
二
日
（
土
）

　
　
　
江
戸
戯
作
の
近
代

　
　
　
明
治
戯
作
と
報
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学
教
授

　
・
一
〇
月
二
〇
日
（
土
）
・
一
一
月
二
四
日
（
土
）

　
　
　
漱
石
の
文
学
・
『
道
草
』
を
読
む
I
　
l
遠
い
所
か
ら
帰
っ
て
来
て
－

　
　
　
漱
石
の
文
学
・
『
道
草
』
を
読
む
H

　
　
　
　
l
御
前
は
何
を
し
に
、
生
ま
れ
て
来
た
の
だ
1
　
　
　
　
本
学
教
授

　
・
一
二
月
一
日
（
土
）
・
八
日
（
土
）

　
　
　
明
治
憲
法
体
制
と
『
国
民
道
徳
」
論
　
1
、
H
　
　
　
　
　
本
学
講
師

山
本
幸
男

孫
　
久
富

鈴
木
徳
男

砂
川
　
博

紅
楳
英
顕

千
葉
真
也

山
本
和
明

鳥
井
正
晴

嘉
戸
一
将



翻

※
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
度
は
、
相
愛
学
園
創
立
｝
二
〇
年
に
あ
た
る
。
学
園
創
立
一

　
二
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
（
学
術
行
事
専
門
委
員
会
V
と
の
共
同
事
業
と
し
て
、

　
日
本
文
化
学
科
の
協
力
を
え
て
右
の
よ
う
な
内
容
で
計
十
八
回
の
公
開
講
座
を
開
催
し
た

　
次
第
で
あ
る
。

　公開講座（7月7日）風景
本願寺津村別院津村ホールにて一

　
　
　
編
集
後
記

　
来
年
度
（
二
〇
〇
八
年
度
）
は
相
愛
学
園
創
立
一
二
〇
周
年
に
あ
た
る
。
ま
さ
に
そ
の
年

に
人
文
科
学
研
究
所
は
、
二
〇
〇
六
年
度
に
発
足
し
た
明
治
の
精
神
研
究
会
の
活
動
と
成
果

を
一
冊
に
ま
と
め
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
相
愛
学
園
が
創
立
さ
れ
た
一
八
八
八
年
と
い
う
年
は
、
そ
の
明
治
の
真
っ
ロ
ハ
中
で
あ
る
。

新
し
い
日
本
の
規
範
を
米
国
や
英
国
に
求
め
、
教
育
に
お
い
て
も
「
文
明
語
」
た
る
英
語
が

必
要
だ
と
認
識
さ
れ
た
欧
化
主
義
の
明
治
初
期
か
ら
時
が
移
り
、
国
粋
主
義
、
「
教
育
の
国

語
主
義
化
」
が
始
ま
っ
た
頃
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
後
期
に
な
る
と
、
ま
た
英
学
ブ
ー
ム

が
訪
れ
、
彩
し
い
数
の
英
語
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
（
現
在
の
『
英
語
青
年
』
は
明
治
三
一
年
に
遡

る
）
、
ま
た
明
治
四
〇
年
、
「
英
語
出
版
を
も
っ
て
社
業
の
中
心
と
す
る
」
理
念
で
、
英
語
研

究
社
（
現
在
の
研
究
社
）
が
創
業
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
文
部
省
は
時
代
の
流
れ
と
逆
行
す

る
、
師
範
学
校
生
の
英
語
履
修
抑
制
と
い
う
訓
令
を
発
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
こ
の
頃
か

ら
日
本
人
と
英
語
の
愛
憎
劇
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
明
治
後
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

は
、
明
治
初
期
の
英
語
で
学
ぶ
時
代
と
異
な
り
、
英
語
を
学
ぶ
時
代
へ
と
入
っ
て
お
り
、
英

語
を
何
年
学
ん
で
も
使
い
物
に
な
ら
な
い
と
嘆
く
現
在
と
似
た
状
況
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
明
治
期
に
日
本
語
（
文
法
）
は
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
現

在
、
自
分
自
身
の
こ
と
を
指
す
「
わ
た
し
」
や
「
ぼ
く
」
は
一
人
称
代
名
詞
、
相
手
を
指
す

「
あ
な
た
」
な
ど
は
二
人
称
代
名
詞
と
当
だ
り
前
の
よ
う
に
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
明
治

初
期
に
英
語
な
ど
西
欧
語
の
異
質
の
文
法
概
念
を
輸
入
し
、
西
欧
語
の
文
法
を
無
理
に
日
本

語
に
当
て
は
め
た
結
果
で
あ
る
。
言
語
学
的
観
点
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
ら
は
本
当
に
人
称
代

名
詞
と
呼
ん
で
し
ま
っ
て
良
い
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
一
二
〇
年
と
い
う
時
間
は
人
間
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
長
さ
で
あ
り
、
ど
の
よ
う

な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
見
方
に
よ
っ
て
、
長
く
も
あ
り
短
く
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、

大
き
な
意
味
を
持
つ
年
月
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
ま
た
そ
う
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

私
は
こ
の
一
年
を
、
相
愛
学
園
の
一
二
〇
年
を
考
え
る
と
同
時
に
、
日
本
人
と
英
語
の
一
二

〇
年
に
わ
た
る
関
わ
り
を
考
え
る
、
そ
の
よ
う
な
一
年
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
（
木
下
）


